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今月の主な内容

7

今月の表紙
待ちに待った鮎釣り解禁
　先月、貴志川の鮎釣りが解禁され、朝早くか
ら多くの釣りファンがつめかけ、清流の中で一
日鮎釣りを満喫されていました。【６月９日(日)・
桂瀬地区で】
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過
疎
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
小
川
地
区
寄よ

り

合あ
い

会か
い

（
会
長.

日
浦
英
二
さ
ん
）
の
活
動
拠
点

と
な
る
事
務
所
の
開
所
式
が
５

月
26
日
、
小
川
地
区
寄
合
会
の

役
員
ら
関
係
者
約
40
人
が
出
席

し
て
小
川
保
育
所
（
休
園
中
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
川
地
区
の
各
種
団
体
の
役

員
で
構
成
さ
れ
る
小
川
地
区
寄

合
会
で
は
、「
生
石
山
で
健
康

に
な
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」

が
国
の
過
疎
集
落
等
自
立
再
生

緊
急
対
策
事
業
に
採
択
さ
れ
、

今
後
、
拠
点
づ
く
り
事
業
の
ほ

か
、
登
山
道
整
備
事
業
や
農
産

物
直
売
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
実
施

事
業
な
ど
９
つ
の
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

日
浦
会
長
は
「
事
業
を
通
し

地
区
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
。
そ
し
て
、
小
川
地
区
も
変

わ
っ
た
な
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
最
高
で
す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

去
る
６
月
19
日
、
長な

が

谷た
に

集
会
所

新
築
工
事
の
起
工
式
が
、
町
、
地

元
関
係
者
ら
が
出
席
し
て
、
建
設

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
集
会
所
は
、
老
朽
化
が
著
し

い
た
め
、
今
回
移
転
し
て
建
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
は
、
鉄
骨
造

平
屋
建
て
、
延
べ
床
面
積

１
７
７
・
９
８
㎡
。
11
月
末
完
成

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

第
63
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

７
月
１
日
～
７
月
31
日

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、
力
を
あ
わ
せ
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
、
法
務
省
主
唱
の
全
国
的

な
運
動
で
す
。

紀
美
野
町
で
は
、
７
月
１
日

（
月
）
に
保
護
司
会
・
更
生
保
護

女
性
会
に
よ
り
、
各
種
団
体
へ
の

呼
び
か
け
や
街
頭
で
の
啓
発
を
実

施
し
ま
す
。.

町
民
の
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

紀
美
野
町
保
護
司
会

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会

紀
美
野
町

⑴
非
行
を
生
ま
な
い
社
会
づ
く
り

の
推
進

◎
万
引
き
・
自
転
車
盗
、
い
じ
め
・

暴
力
行
為
、
飲
酒
・
喫
煙
・
深

夜
徘
徊
等
の
不
良
行
為
、
薬
物

乱
用
、
並
び
に
、
暴
走
行
為
等

の
防
止

◎
有
害
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ

イ
ト
情
報
等
有
害
環
境
の
浄
化

⑵
犯
罪
被
害
及
び
各
種
事
故
の
防
止

◎
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
普
及
促
進

◎
不
審
者
に
よ
る
事
件
、
水
の
事

故
及
び
交
通
事
故
の
防
止

⑶
明
る
い
家
庭
、
明
る
い
地
域
づ

く
り

※
こ
の
運
動
は
和
歌
山
県
青
少
年

総
合
対
策
本
部
が
主
唱
す
る
県

民
運
動
で
す
。“
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
”
と
連
携
し
な
が

ら
展
開
し
ま
す
。
町
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
委
員
会

紀
美
野
町
・
紀
美
野
町
教
育
委
員
会

～
み
ん
な　

そ
ろ
っ
て　

す
こ
や
か
に
～
“
明
る
く
・
正
し
く
・
た
く
ま
し
く
”

第
49
回
「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

７
月
１
日
～
８
月
31
日

生
石
山
で
健
康
に
な
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！ 

５
月
26
日
に
「
小
川
地
区
寄
合
会
」
事
務
所
開
所
式

小川生活圏

長
谷
集
会
所　

建 

設
へ

６
月
19
日
に
新
築
工
事
起
工
式

起工式風景 小川地区寄合会の活動拠点となる小川保育所
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残
り
１
区
画
！

町
有
地
（
下
佐
々
地
内
）
を

宅
地
用
地
と
し
て
販
売
し
ま
す
!

去
る
５
月
25
日
（
土
）、
今
回

で
６
回
目
と
な
る
紀
美
野
町
産
山

椒
の
消
費
拡
大
・
販
売
促
進
と
紀

美
野
町
の
情
報
発
信
の
一
環
行
事

を
京
都
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
京
印.

京
都
南
部
青

果
株
式
会
社
に
立
ち
寄
り
、
紀
美

野
町
の
山
椒
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
市
場

の
状
況
等
伺
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
例
年
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
城
陽
市
の
ス
ー
パ
ー
山

田
屋
（
久
津
川
店
）
に
て
、
生
山

椒
の
店
頭
販
売
を
町
長
、
町
職
員

及
び
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
関
係
者
で
行

い
ま
し
た
。

京
都
で
は
、「
ち
り
め
ん
山

椒
」
な
ど
郷
土
料
理
に
生
山
椒

を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
当
日

も
多
く
の
皆
様
方
に
、
１
０
０

ｇ
、
２
０
０
ｇ
の
パ
ッ
ク
入
り
と

５
０
０
ｇ
の
箱
入
り
の
旬
の
生
山

椒
を
買
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
、
紀
美
野
町
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

同
時
に
配
布
し
ま
し
た
。

○
販
売
物
件

■
物　

件

　

下
佐
々
地
内
の
宅
地
（
下
佐
々

８
７
３
‐
２
）

　

３
，７
１
３
，０
０
０
円

　
（
１
５
３
・
４
３
㎡
）

○
応
募
要
領
配
布

■
期　

間

　

平
成
25
年
７
月
５
日
（
金
）
～

平
成
25
年
７
月
16
日
（
火
）

　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
郵
送
は
不
可
。）

■
場　

所

　

紀
美
野
町
役
場
（
本
庁
舎
）

　

２
階
企
画
管
財
課
又
は
紀
美
野

町
役
場
（
美
里
支
所
）
住
民
室

○
応
募
期
間

■
期　

間

　

平
成
25
年
７
月
12
日
（
金
）
～

平
成
25
年
７
月.

19
日（
金
）（
土

日
、
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
郵
送
は
可
。
但
し
７
月
19

日
必
着
と
し
ま
す
。）

■
場　

所

　

紀
美
野
町
役
場
（
本
庁
舎
）

　

２
階
企
画
管
財
課

○
抽
選
会

■
期　

日

　

平
成
25
年
７
月
26
日
（
金
）.

■
会　

場

　

紀
美
野
町
役
場
（
本
庁
舎
）

　

２
階
２
Ｂ
会
議
室

■
受　

付

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

■
抽　

選　

午
後
２
時
～

○
問
い
合
わ
せ

　

企
画
管
財
課　

　
℡
４
８
９
‐
５
９
１
３
（
直
通
）

野焼きは法律で禁止されています。
　近年、ごみの野焼きに関する苦情 ( 相談 ) が増えています。ご
みを燃やすと火災発生の原因となるばかりでなく、煙や臭いによ
り気分が悪くなったり、布団・洗濯物に汚れや臭いがつくなど近
所迷惑になることがありますので、野外での焼却はやめましょう。
　ドラム缶焼却、ブロック積み焼却、穴を掘ってのごみ焼却は、
野外焼却（野焼き）と同じですから行わないでください。ダイオ
キシン類は、焼却過程で発生します。

例外的に焼却が認められているもの
（但し、近所に迷惑がかからないことが条件）

（１）災害の予防、応急対策又は復旧のために必要な燃焼行為
（２）風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な燃焼行為
（３）農業（園芸サービス業を除く。）又は漁業を営むためにや

むを得ないものとして行われる燃焼行為（樹脂、油脂類又
は布を含む燃焼行為を除く。）

（４）たき火その他日常生活を営む上で通常行われる燃焼行為で
あって軽微な焼却

（５）キャンプファイアー、バーベキューその他屋外レジャーに
おいて通常行われる燃焼行為で軽微な焼却

＊「軽微な焼却」とは、その煙によって近所に迷惑がかからな
い程度の焼却のこと

※ビニール・プラスチックの焼却は絶対にしないでください !!

◇野焼きには罰則があります！◇
　廃棄物の野焼きは『廃棄物の処理及び清掃に関する法律』によ
り罰せられ、行為者は５年以下の懲役若しくは１千万円以下の罰
金又はその両方が科せられます。また、法人にあっては、３億円
以下の罰金が科せられます。
問い合わせ：住民課　　　　　　　TEL.489-5903
　　　　　　美里支所住民室　　　TEL.495-3464

寺
本
町
長

　
 

町
産
「
生
山さ

ん

椒し
ょ
う

」
を
Ｐ
Ｒ
!!

京
都
：
ス
ー
パ
ー
山
田
屋
に
て

位置図

国道370号
販売箇所

くすのき
公園

野上
第 2保育所

紀美野町
消防本部

黒沢橋

生
山
椒
を
店
頭
販
売
す
る
寺
本
町
長
と
ス
ー
パ
ー
山
田
屋
の

社
長
【
ス
ー
パ
ー
山
田
屋
・
久
津
川
店
（
京
都
府
城
陽
市
）】
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世界肝炎デー in 和歌山 2013
県民公開講座

「最適な C 型肝炎治療が受けられるように」

■日　時　平成 25 年７月 28 日（日）
　　　　　午後２時～５時
■場　所　和歌山県立医科大学内　講堂
　　　　 （入場料無料）
■講　演
　１．肝硬変になっていませんか？
　　　( 和歌山県立医科大学附属病院
　　　　　　　　　　　　消化器内科　森　良幸 )
　２．肝硬変は命にかかわる病気です
　　　( 和歌山県立医科大学附属病院
　　　　　　　　　　　　消化器内科　新垣直樹 )
　３．肝臓がん検診を受けていますか？
　　　( 和歌山県立医科大学附属病院
　　　　　　　　　　　　消化器内科　玉井秀幸 )
　４．肝臓病の食事療法
　　　( 和歌山県立医科大学附属病院
　　　　病態栄養治療部管理栄養士　田中明紀子 )
■健康相談 Q ＆ A（16:00 ～ 16:55）

■問い合わせ　
　和歌山県立医科大学附属病院
　肝疾患相談支援センター　
　TEL 073 － 441 － 0850 （直通）
　（平日　午前 9 時～午後 4 時）
　FAX  073 － 441 － 0851
　 E-mail：kansien@wakayama-med.ac.jp

■
本
人
通
知
制
度
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
紀

美
野
町
で
は
本
人
通
知
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

本
人
通
知
制
度
と
は
、
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
の
不
正
請

求
や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権

利
侵
害
の
防
止
等
を
図
る
た
め
、

住
民
票
の
写
し
等
の
証
明
書
を
第

三
者
（
※
）
に
交
付
し
た
場
合
、

事
前
に
登
録
し
た
方
に
交
付
の
事

実
を
通
知
す
る
制
度
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
第
三
者
と
は
本
人
等
が
委
任
し

た
代
理
人
、本
人
以
外
の
方（
個

人
）、
法
人
及
び
８
士
業
（
弁

護
士
・
司
法
書
士
・
行
政
書
士
・

土
地
家
屋
調
査
士
・
税
理
士
・

社
会
保
険
労
務
士
・
弁
理
士
・

海
事
代
理
士
）
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

住
民
課
窓
口
係

　

℡.

４
８
９
‐
５
９
２
０

　

美
里
支
所
住
民
室
窓
口
係

　

℡.

４
９
５
‐
３
４
６
３

■
電
子
証
明
書
発
行
（
更
新
）
及

び
失
効
申
請
に
つ
い
て

平
成
25
年
７
月
29
日
（
月
）・

30
日
（
火
）
の
２
日
間
、
認
証

局
（
47
都
道
府
県
認
証
局
及
び
ブ

リ
ッ
ジ
認
証
局
）
の
電
子
証
明
書

の
発
行
・
失
効
サ
ー
ビ
ス
が
停

止
す
る
た
め
、
住
民
課
窓
口
に

お
い
て
も
、
電
子
証
明
書
の
発

行
（
更
新
）
及
び
失
効
の
申
請
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
平

成
25
年
７
月
26
日
（
金
）
午
前
０

時
か
ら
31
日
（
水
）
午
前
０
時
ま

で
、
Ｊ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（w
w
w
.jpki.go.jp

）
内
に
あ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
を
用
い
た
電
子

証
明
書
の
有
効
性
の
確
認
及
び
電

子
証
明
書
の
失
効
申
請
も
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
電
子
証
明
書
の
パ
ス

ワ
ー
ド
の
変
更
・
初
期
化
・
ロ
ッ

ク
の
解
除
、
鍵
ペ
ア
及
び
電
子
証

明
書
の
消
去
及
び
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
診

断
の
業
務
は
通
常
ど
お
り
窓
口
に

お
い
て
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

住
民
課
窓
口
係

　

℡.

４
８
９
‐
５
９
２
０

■
外
国
人
住
民
の
方
に
も
、

２
０
１
３
年
７
月
８
日
か
ら
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
の

運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

７
月
８
日
以
降
に
、
外
国
人
住

民
の
方
に
住
民
票
コ
ー
ド
の
通
知

を
し
ま
す
。
住
民
票
コ
ー
ド
は
、

住
基
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
全
国
共
通

の
本
人
確
認
を
行
う
た
め
の
必
要

不
可
欠
な
無
作
為
の
11
桁
の
番
号

で
す
。
ま
た
、
外
国
人
住
民
の
方

住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

も
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
総
務
省
Ｈ
Ｐ
：
外
国
人
住
民
に

係
る
住
民
基
本
台
帳
制
度
に
つ
い

て
】

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/
m

ain_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/zairyu.htm

l　

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

住
民
課
窓
口
係

　

℡.

４
８
９
‐
５
９
２
０

下
、「
保
険
証
」
と
い
う
。）
を
更

新
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
『
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
』
で
す
。

７
月
中
旬
頃
か
ら
【
簡
易
書
留
郵

便
】
に
て
郵
送
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

今
回
お
届
け
す
る
『
う
す
い
オ

レ
ン
ジ
色
』
の
保
険
証
は
７
月
１

日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

そ
れ
が
届
く
ま
で
は
現
在
お
持

ち
の
保
険
証
「
み
ず
色
」
を
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

（「
み
ず
色
」
の
保
険
証
は
平
成

25
年
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま

せ
ん
。）

○
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
「
み
ず

色
」
に
つ
い
て

新
し
い
保
険
証
『
う
す
い
オ
レ

ン
ジ
色
』が
お
手
元
に
届
き
次
第
、

「
み
ず
色
」
の
保
険
証
は
、
下
記

問
い
合
わ
せ
先
に
お
越
し
の
際
に

ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
ご
自
分
で

細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、
住

所
・
氏
名
な
ど
が
他
人
に
知
ら
れ

な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
の
う
え
、

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
度
住
民
税
の
課
税
所

得
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
の
割

合
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
（
住
民
税
の
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者

の
い
る
世
帯
の
方
は
、
一
部
負

担
金
の
割
合
が
３
割
と
な
り
ま

す
）。

（
例
）
今
ま
で
１
割
だ
っ
た
方
が

３
割
負
担
に
変
更
と
な
る
場
合

「
３
割
（
平
成
25
年
７
月
31
日
ま

で
は
１
割
）」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　

℡.

４
８
９
‐
５
９
０
３

　
住
民
室　

℡.

４
９
５
‐
３
４
６
４

平
成
25
年
７
月
31
日
の
有
効
期

限
満
了
に
伴
い
被
保
険
者
証
（
以

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

証
の
色
が
「
み
ず
色
」
か
ら
『
う
す

い
オ
レ
ン
ジ
色
』
に
変
わ
り
ま
す
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■
日
時　

７
月
６
日
（
土
）

　

午
後
1
時
～.

※
雨
天
決
行

■
場
所　

旧
志
賀
野
小
学
校

　
（
紀
美
野
町
西
野
11
‐
１
）

　

※
駐
車
場
あ
り

■
イ
ベ
ン
ト

　

七
夕
飾
り
作
り
、
星
座
早
見
盤

作
り
、
梅
シ
ロ
ッ
プ
作
り
、
ち

び
っ
こ
プ
ー
ル
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
工
房
ア
レ
ン
's
、
そ
の

他
出
店
あ
り
（
軽
食
、小
物
等
）

■
主
催　

未
来
de
志
賀
野

■
後
援　

紀
美
野
町

■
問
い
合
わ
せ

　

未
来
de
志
賀
野

　

赤
阪.

惠
子
（
℡
０
９
０
‐

１
０
２
８
‐
３
５
９
０
）

　

紀
州
マ
ル
イ
チ
農
園
（
℡
０
７
３

‐
４
８
９
‐
５
６
０
１
）

志賀野ブログ　検索

■開 催 日　　平成 25 年 8 月 25 日（日）（雨天中止）
■開催目的　　マラソンを通し、紀美野町の観光名所のＰＲと

2015 和歌山国体にむけたスポーツへの関心の向
上を目的に開催します。

■場　　所　　生石高原特設コース
■受　　付　　午前 7 時から
■スタート　　午前 9 時から
■部　　門　　小学生の部：2.1km × 5 周＝ 10.5km（1 チーム 5 名）
　　　　　　　中学生の部：2.1km × 5 周＝ 10.5km（1 チーム 5 名）
　　　　　　　高校・一般：2.1km × 15 周＝ 31.5km（1 チーム 3 ～ 15 名）
　　　　　　　全部門宣言タイムレース　申告タイムに近いチームが優勝となります。
■参 加 費　　小中学生　： 1,500 円 /1 人× 5 名＝ 7,500 円（1 チーム）
　　　　　　　高校・一般： 2,500 円 /1 人× 3 ～ 15 名　　 （1 チーム）
　　　　　　　※参加者全員に参加賞あります。各部門上位 3 チームに表彰あります。
■申し込み　　①パソコンでお申込みの場合
　　　　　　　　インターネットサイト【スポーツエントリー】
　　　　　　　　(http://www.sportsentry.ne.jp/) からお申込みください。
　　　　　　　②郵便振替でお申込みの場合
　　　　　　　　ゆうちょ銀行・郵便局の窓口に備え付けの振込取扱票の通信欄にエントリー部門と人

数、代表者の住所・氏名・電話番号を記入の上、お振込みください。
　　　　　　　　口座記号番号　00910-8-202127　　加入者名　汗濁大学アスリートクラブ
　　　　　　　　お振込み確認後、エントリー用紙をお送りします。
■締 切 日　　平成 25 年 7 月 25 日（木）締切日消印有効
■そ の 他　　詳しくはインターネットで【汗濁大学】を検索いただくか、下記宛までお問合せください。

パンフレットは、紀美野町中央公民館ロビー、紀美野町スポーツ公園管理棟、紀美野町
文化センターロビー、山の家おいしに備え付けてあります。

■問い合わせ　　汗濁大学アスリートクラブ
　　　　　　　（平川）080-4236-2451　※平日　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　　　Mail：asedakuuniversity@gmail.com
　　　　　　　主催：汗濁大学アスリートクラブ　共催：NPO 法人生石山の大草原保存会
　　　　　　　後援：紀美野町 紀美野町教育委員会　有田川町　有田川町教育委員会

第 1 回　汗濁（あせだく）生石山高原リレーマラソン
　標高 870 Ｍの清々しい空気と絶景を楽しみながら、気持ちのいい汗をかこう！

桂瀬地区での地域説明会の様子

志
賀
野 

七
夕
フ
ェ
ス
タ

き
み
の
定
住
を

　

支
援
す
る
会
だ
よ
り

　

私
た
ち
は
、
地
域
の
方
々
に
紀

美
野
町
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
町
内
各
地
で
地
域
説
明

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
に
、
桂
瀬
地
区
で
和

歌
山
大
学
と
協
働
で
行
っ
た
空
き

家
調
査
の
結
果
報
告
と
、
私
た
ち

の
活
動
に
つ
い
て
説
明
会
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紀
美
野
町
が
定
住
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ま

だ
ま
だ
知
ら
な
い
方
も
多
い
の
が

現
状
で
す
。
今
後
、
こ
の
事
業
を

進
め
て
い
く
に
は
、
地
域
の
皆
様

の
ご
理
解
と
協
力
が
大
変
重
要
と

考
え
て
、
各
地
域
で
説
明
会
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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保健センターだより
平成 25 年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成等を行います。 7 月　8 日（月）　　９：３０～１０：３０（受付）
7 月 22 日（月）　　９：３０～１０：３０（受付）

※　予約制です。
エイズ検査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせし
ます。

検便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。 7 月　8 日（月）　　９：３０～１１：００（受付）
7 月 22 日（月）　　９：３０～１１：００（受付）

こころの健康相談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望さ
れる方には、精神科医師が相談に応じます。

（※一週間前までに要予約）
※他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

7 月 10 日（水）　　９：００～
7 月 24 日（水）　１３：３０～

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

7 月　8 日（月）　１０：３０～１１：３０
7 月 22 日（月）　１０：３０～１１：３０
※　予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日は除く）

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

■保育所開放のご案内〈申し込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：7 月 8 日（月）・22 日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：7 月 2 日（火）・16 日（火）　℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：7 月 3 日（水）・17 日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛原保育所　　：7 月 10 日（水）・24 日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第１保育所
　○コアラ　　　　7 月 9 日（火）9：30 ～ 11：30　子育て支援センター（どろんこ遊び）
　○カンガルー　　7 月 23 日（火）9：30 ～ 11：00　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
　　　　　　　　　　　月曜日～金曜日（土・日・祝は休み )(10：00 ～ 12：00・13：00 ～ 16：00）
　　　　　　　　　　　 7 月 8 日（月）・26 日（金）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　 7 月 22 日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 7 月 11 日・25 日（第 2・4 木曜日）　（9：30 ～ 11：30）
　　　　　　　　　　　 7 月 11 日（木）は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　センター開放日と同じ日時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

脳の健康度を調べる検査
（ファイブ・コグ検査）と結果説明会の開催！

※スクリーンに映し出された課題を指定の検査用紙に各自記入してい
ただく検査になります。検査時間は 45 分です。

※認知症になると低下しがちな脳の機能を調べる検査です。
※認知症を診断するものではありません。

健康相談のお知らせ（7 月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8：30 ～ 17：15）　　 ℡ 489 － 9960（直通）
　　　　 休日・夜間（17：15 以降）　.℡ 489 － 2430

〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　3 日、10 日、17 日、24 日、31 日
■時　間：午前９時～ 11 時　■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等

　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい
生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、
お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も行います。
問い合わせ　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

■日　時　[ 脳の健康度を調べる検査 ( ファイブ・コグ検査 ) ]
　　　　　平成 25 年 7 月 30 日（火）午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　[ 結果説明会 ]
　　　　　平成 25 年 7 月 31 日（水）午前 10 時～ 11 時 30 分
■場　所　総合福祉センター　３階
■対　象　概ね 65 歳以上で、上記の２日間とも参加できる方
■定　員　50 名
■持ち物　眼鏡が必要な方はご持参ください。
■参加費　無料
※検査を希望される方は、7 月 19 日 ( 金 ) まで、
　保健福祉課（℡ 489-9960）へお申し込みください。

あなたの脳は健康
？
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

　国保野上厚生総合病院に外科が開設
されたのは昭和 49 年５月のことです。
以来、現在まで 40 年足らず和歌山県
立医大第二外科からの派遣による外科
診療が継続されています。
　私が教室の命を受け、橋本市民病院
から国保野上厚生総合病院に、外科医
長として赴任したのは平成５年４月のことでした。当時はま
だ野上電鉄が通っており、野上谷の田園を走る一両編成の電
車がなつかしく思い出されます。ふた昔に至った病院診療、
思い返せば、外科診療を受けていただくには、何より実績に
基づいた安心の評価の獲得が大切と考え、個々の病状の経過
に一喜一憂する連続であったように思われます。
　外科治療を提供する施設に求められる水準は日々高められ
てゆくなかで、国保野上厚生総合病院の外科としては、地域
の求めるニーズは何かを理解して、その実現こそが第一の使
命と受け止め、将来の姿を決定すべきと思っています。
　私自身は、かくも長期に勤めさせていただいているのです
から、個々の過去の病歴を共有する部分は少なからずあり、
個々にきめ細かな医療サービスを提供するよう努めてまいり
ます。

国保野上厚生総合病院だより
（医師紹介⑦）

外科医長　岡
おか

　統
すみ

三
かず

  医師

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～

　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による
巡回相談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわ
からない」など、障がいのある人や保護者、介護者などからのさま
ざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援
助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してく
ださい。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業
所までご連絡ください。

障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者 月日・場所・時間

精神障がいの方・
家族の方

7 月 2 日（火）
美里支所　　　　　　9：30 ～ 12：00
総合福祉センター　 13：30 ～ 16：00

予
約
先

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

7 月 17 日（水）
美里支所　　　　　　9：30 ～ 12：00
総合福祉センター　 13：30 ～ 16：00

予
約
先

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

◆備考　今年４月以降、クーポン券の到着までに検診を受診された対象者で、自己負担金（500 円）をお支払いただいた方に
は還付させていただきます。手続きにはクーポン券と医療機関が発行した領収書が必要になります。

　がん検診の受診促進・がんの早期発見を目的として、対象者の方に「大腸がん・乳がん・子宮頸がん検診無料クーポン券」
を送付しております。お持ちの方は、クーポンをきっかけにぜひがん検診を受診しましょう。
◆送付対象者

大腸がん・乳がん・子宮頸がん検診　無料クーポン券について

【集団健診日程】

上記の健診について、詳しくは、回覧をご覧ください。
他の集団健診日程・医療機関健診については、4 月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧ください。

　■国保特定健診対象者　：　40 － 74 歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　　　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　■各がん検診対象者　：　20 歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに 500 円（40 歳以上は無料）。

日　　　程 場　　所 申し込み
締め切り

国保特定
健診

胃がん
検診

大腸がん
検診

肺がん
検診

乳がん
検診

子宮がん
検診 歯科検診

7 月 21 日（日）
8 時～受付

総合福祉
センター 7 月 10 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 月 18 日（日）
8 時～受付 美里支所 8 月 7 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 月 18 日（日）
10 時～受付

長谷毛原
診療所 8 月 7 日 ○ ○

＊乳がん検診につきましては、定員になり次第、受付を締め切らせていただきます。ご了承ください。

20 歳 Ｈ４年 4 月 2 日～Ｈ５年 4 月 1 日生
25 歳 Ｓ 62 年 4 月 2 日～Ｓ 63 年 4 月 1 日生
30 歳 Ｓ 57 年 4 月 2 日～Ｓ 58 年 4 月 1 日生
35 歳 Ｓ 52 年 4 月 2 日～Ｓ 53 年 4 月 1 日生
40 歳 Ｓ 47 年 4 月 2 日～Ｓ 48 年 4 月 1 日生

40 歳 Ｓ 47 年 4 月 2 日～Ｓ 48 年 4 月 1 日生
45 歳 Ｓ 42 年 4 月 2 日～Ｓ 43 年 4 月 1 日生
50 歳 Ｓ 37 年 4 月 2 日～Ｓ 38 年 4 月 1 日生
55 歳 Ｓ 32 年 4 月 2 日～Ｓ 33 年 4 月 1 日生
60 歳 Ｓ 27 年 4 月 2 日～Ｓ 28 年 4 月 1 日生

★子宮頸がん検診対象者（女性のみ） ★大腸がん（男女）・乳がん検診（女性のみ）対象者
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　西野地区の活動に役立て
て欲しいという寄附者の要
望を反映し、ご寄附いただ
きました 400 万円を「紀
美野町西野地区東屋新設」
に充当させていただきまし
た。
　今後とも、当町の発展の
ために、引続き多くの皆様
からのご支援ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

お
知
ら
せ
・
募
集

成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
回

復
等
の
た
め
の
公
職
選
挙
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
平
成

25
年
６
月
30
日
付
け
で
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
施
行
日
以
後
、

公
示
（
告
示
）
さ
れ
る
選
挙
か
ら

適
用
さ
れ
、
成
年
被
後
見
人
の
方

が
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
選
挙
管
理
委
員
会　

℡.

４
８
９
‐
２
４
３
０（

代
表
）

障
害
者
の
方
々
が「
は
た
ら
く
」

に
あ
た
り
ど
の
よ
う
な
準
備
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
ま
た
支
援
す
る

側
は
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
か
ら
発
表
し
て
い
た
だ
き
な
が

成
年
被
後
見
人
の
方
が
投
票

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

有
料
広
告
募
集
の
ご
案
内

紀
美
野
町
で
は
、
町
が
使
用
す

る
封
筒
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を

募
集
し
ま
す
。

■
掲
載
封
筒　

　

長
形
３
号
の
裏
面
（
１
枠
）

■
掲
載
規
格

　

縦
５
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
×

　

横
１
２
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ま
で

（
１
色
刷
り
）

■
印
刷
枚
数　

２
０
，０
０
０
枚

■
最
低
申
込
額　
４
０
，０
０
０
円

■
掲
載
認
定
方
式

　

入
払
方
式
に
よ
り
広
告
申
込

額
の
最
も
高
い
申
込
者
と
し
ま

す
。

■
掲
載
期
間

　

掲
載
封
筒
の
使
用
が
終
了
す
る

ま
で
（
約
１
年
）

■
申
込
締
切

　

平
成
25
年
７
月
18
日
（
木
）

　

午
後
１
時
ま
で

※
な
お
、
広
告
内
容
に
よ
っ
て
は

掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
申
込
方
法

　

封
筒
広
告
掲
載
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
企
画

管
財
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
管
財
課

　
℡
４
８
９
‐
５
９
１
３

国民年金の追納制度をご存知ですか？

　国民年金保険料の免除期間・若年者納付猶予期間・学生
納付特例期間がある場合は、年金を受け取るために必要な
受給資格期間には算入されますが、受け取る老齢基礎年金
額は保険料を全額納めたときよりも少なくなります。
　そこで、将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、
これらの期間の保険料は、10年以内であればさかのぼっ
て納めること（追納）ができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から
3 年度目以降に追納するときは、当時の保険料額に経過
期間に応じて加算額が上乗せされます。
　追納する場合は、追納申込書を提出した後に送られて
くる追納納付書により、先に経過した月の分から順次納
めていただくことになります。
　また、追納納付書にも納付期限が定められているため、
申込みをする際には注意してください。

【問い合わせ】　住民課　　　　　　　　℡ 489 － 5903
　　　　　　　美里支所・住民室　　　℡ 495 － 3464

【国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ】

ら
、
障
害
者
の
方
々
が
「
は
た
ら

く
」
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
き
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

平
成
25
年
８
月
７
日
（
水
）　

受
付　

午
後
1
時
～　

　

開
始　

午
後
1
時
30
分
～

　

和
歌
山
県
子
ど
も
女
性
障
害
者

相
談
セ
ン
タ
ー
３
階　

多
目
的

ホ
ー
ル

■
申
し
込
み
〆
切

　

７
月
19
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

海
南
・
海
草
自
立
支
援
協
議
会

事
務
局

　

℡
４
９
４
‐
３
５
３
９

紀美野町ふるさとまちづくり
応援基金活用事業報告

障
害
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

西野地区東屋外観

分　野 寄附件数
（件）

平成 24 年度
基金運用額（円）

基金積立残額
（円）

みんなでつくるまちづく
りに関する事業 - - -

住みやすいまちづくりに
関する事業 1 - 5,000

安全・安心なまちづくり
に関する事業 2 - 55,000

福祉の充実したまちづく
りに関する事業 2 - 25,000

豊かな教育をめざすまち
づくりに関する事業 2 - 600,000

活気のあるまちづくりに
関する事業 - - -

特に指定しない事業 6 4,000,000 4,180,000
合　　計 13 4,000,000 4,865,000

平成 24 年度紀美野町ふるさとまちづくり応援基金運用額及び積立残額
（平成 25年 3月末現在）

【問い合わせ】企画管財課　℡ ��9-�913

平成24年度
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防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
予
約
申
込
期
間　

　

平
成
25
年
７
月
10
日
（
水
）
ま

で
★
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
１
口

（
千
円
×
11
枚
綴
り
）
を
１
万

円
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

★
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
！

【
販
売
期
間
】

　

平
成
25
年
７
月
12
日
（
金
）
～

７
月
19
日
（
金
）

【
申
込
限
度
額
】

　

お
一
人
に
つ
き
、
10
口
（
10
万

円
分
）
ま
で

【
予
約
方
法
】

◎
「
予
約
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
郵
送
も
し
く
は
最
寄
り
の
商

工
会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
電
話
で
も
受
付
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

◎
予
約
の
際
は
キ
ャ
ン
セ
ル
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
予
約
は
、
申
し
込
み
順
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
予
約
で
完
売
し
た
場
合
は
「
窓

口
販
売
」
は
行
い
ま
せ
ん
。

と
っ
て
も
お
得
！

「
き
み
の
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
」

予
約
購
入
の
ご
案
内

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募
集

に
つ
い
て

■
業
務
内
容

　

地
籍
調
査
事
業
事
務
補
助

■
募
集
人
員　

１
名

■
雇
用
期
間　

６
ヶ
月
間

　

平
成
25
年
８
月
１
日
～

　

平
成
26
年
１
月
31
日

■
賃　

金

　

日
額　

５
，８
０
０
円

■
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

　
（
休
憩
１
時
間
含
む
）

■
雇
用
条
件

..

18
歳
以
上
概
ね
65
歳
ま
で
の
人

（
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
容
易
に
で

き
る
人
）　

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険　

■
災
害
補
償

　

和
歌
山
県
市
町
村
非
常
勤
職
員

公
務
災
害
補
償
組
合
規
約
に
よ

る
。

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時

　

平
成
25
年
７
月
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～

■
試
験
場
所

　

紀
美
野
町
役
場
本
庁
２
階

　

２
Ｂ
会
議
室

■
申
込
方
法
及
び
締
切
り

　

平
成
25
年
７
月
19
日
（
金
）

　

午
後
５
時
ま
で
（
土
、日
曜
日
、

祭
日
除
く
）

　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
写
し
持

参
の
う
え
左
記
へ
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町
役
場
総
務
課

　

℡.

４
８
９
‐
２
４
３
０

　

又
は
美
里
支
所
地
籍
調
査
課

　

℡.

４
９
５
‐
３
４
６
１

■
業
務
内
容
の
問
い
合
わ
せ

　

美
里
支
所.

地
籍
調
査
課

　

℡.

４
９
５
‐
３
４
６
１

や
す
ら
ぎ
園
職
員
募
集
に

つ
い
て

■
職　

種

　

①
看
護
師
（
２
名
）

　

②
介
護
職
員
（
若
干
名
）

■
応
募
資
格

　

①
看
護
師
又
は
準
看
護
師
免
許

の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方

　

②
特
に
問
わ
な
い

■
年　

齢　
　

制
限
な
し

■
勤
務
場
所

　

海
草
郡
紀
美
野
町
下
佐
々

１
４
０
８
番
地
７　

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
内

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
選
考
日　
　

随
時

■
勤
務
時
間

　

早
出
・
日
勤
・
遅
出
・
夜
勤

　
（
介
護
職
）・
土
日
祝
祭
日
勤
務

可
能
な
人

■
待　

遇

①
給
与
月
額
は
、
職
務
経
験
等
を

考
慮
し
、
給
与
条
例
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

　

職
歴
加
算
を
考
慮
し
た
上
で
決

定
し
ま
す
。

　

通
勤
手
当
・
時
間
外
勤
務
手

当
・
休
日
勤
務
手
当
・
期
末
勤

勉
手
当
・
退
職
金
制
度
・
昇
給

制
度
有

　

そ
の
他
手
当
は
当
組
合
条
例
に

準
じ
る
。

②
日
額　

８
，０
０
０
円

※
別
途
、
通
勤
手
当
・
時
間
外
勤

務
手
当
・
夜
間
（
介
護
職
）
勤

務
手
当
・
休
日
勤
務
手
当
支
給

　

６
ヶ
月
経
過
後
月
額
職
員
に
登

用
の
途
有
り

　

各
種
社
会
保
険
完
備
、
退
職
金

制
度
、
昇
給
制
度
有
り

　

資
格
取
得
に
伴
う
援
助
制
度
有

り
■
申
込
方
法

　

電
話
連
絡
の
う
え
、履
歴
書（
写

真
貼
付
）・
資
格
証
明
書（
写
し
）

持
参

■
問
い
合
わ
せ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
事
務
局

　
℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１

自
衛
隊
で
は
、
進
学
・
就
職
を

検
討
し
て
い
る
方
に
、
左
記
の

コ
ー
ス
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

◆
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

◆
一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

◆
航
空
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

◆
防
衛
大
学
校
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

◆
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

◆
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒

　

中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の

　

男
子

《
自
衛
隊
説
明
会
の
ご
案
内
》

■
日
時　

７
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

８
月
10
日
（
土
）

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
3
時

　
（
説
明
時
間
は
１
人
15
分
～
30
分
）

■
場
所

　

紀
美
野
町
中
央
公
民
館
１
Ｆ

　
（
紀
美
野
町
動
木
２
８
８
‐
４
）

■
対
象
者　

15
歳
以
上
の
人

　
　
　
（
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

有
田
募
集
案
内
所

　
℡
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１

　
℡
０
７
０
‐
６
５
８
９
‐
０
３
２
６

【申込み・問い合わせ先】
紀美野町商工会
〒 640-1131
紀美野町動木 1388-1 番地
TEL：073-489-3260
FAX：073-489-5627
紀美野町商工会美里支所
〒 640-1243
紀美野町神野市場 230-3 番地
TEL：073-495-2188
FAX：073-495-3202
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本
格
的
な
人
形
劇
で
、
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
舞
台
と
な
っ
て
い
ま

す
。ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

朝
ド
ラ
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
を
思

い
出
し
て
「
水
木
し
げ
る
」
の
世

界
に
浸
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）

　

一
般
１
，０
０
０
円

　
　
　
（
当
日
１
，５
０
０
円
）

　

高
校
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　
（
当
日
１
，０
０
０
円
）

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
特
別
料

金
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

中
央
公
民
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

美
里
支
所
、
小
川
・
志
賀
野
地

区
公
民
館
、
国
吉
・
長
谷
毛
原
・

真
国
出
張
所

※
販
売
時
間
は
各
施
設
の
開
館
時

間
内
で
す
。

※
前
売
が
完
売
の
場
合
は
、
当
日

券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
予
約
販
売
は
受
け
付
け
て
お
り

ま
せ
ん
。

※
３
歳
未
満
の
ご
入
場
は
演
出
上

の
関
係
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

紀
美
野
町
、
紀
美
野
町

教
育
委
員
会
、和
歌
山
県
、（
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
４
９
５
‐
９
０
５
５
）

宝
く
じ
文
化
公
演

　

人
形
劇
団
ひ
と
み
座

「
人
形
芝
居
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎　

決
戦
！
竜
宮
島
」

■
日
時　

8
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
2
時
開
演

　
　
　
　
（
30
分
前
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

こ
の
夏
祭
り
は
「
り
ら
」
か
ら

の
芸
術
発
信
の
場
と
し
て
、
生
徒

の
企
画
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
様
々
な
舞
台
、
バ
ザ
ー
や
特

色
の
あ
る
限
定
商
品
を
扱
う
出
店

な
ど
、
お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
の
で
、

ど
な
た
様
で
も
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

７
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
４
時
～
午
後
７
時

■
場
所　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校

■
内
容　

生
徒
に
よ
る
発
表

（
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
・
バ
ン
ド
演
奏
）

　

出
店
（
軽
食
＆
ド
リ
ン
ク
）

　

バ
ザ
ー

■
入
場　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

　
（
℡
４
９
７
‐
９
１
１
１
）

り
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
の
お
知
ら
せ

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
!!

■
日
時　

７
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台
月
の
館

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み　

不
要

■
講
師　

佐
藤
奈
穂
子
（
み
さ
と

天
文
台
客
員
研
究
員
）

■
概
要　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま

で
に
宇
宙
か
ら
来
る
電
波
を
調

べ
て
光
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た

宇
宙
の
姿
を
み
つ
け
て
き
ま
し

た
。

　
　

と
こ
ろ
で
、
電
波
っ
て
一
体

な
ん
で
し
ょ
う
か
？
光
と
電
波

を
く
ら
べ
て
、そ
れ
ら
の
「
波
」

の
性
質
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
　

簡
単
な
実
験
を
通
し
て「
波
」

が
体
験
で
き
る
か
な
!?
最
近
の

天
文
の
話
題
も
交
え
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

７
月
の
天
文
教
室

　
『
波
』
の
ひ
み
つ

ー 

光
で
み
え
る
も
の
・
電
波
で
み
え
る
も
の 

ー
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■
中
央
公
民
館

　

３
日　

星
座
を
見
て
み
よ
う

　

10
日　

コ
ロ
コ
ロ
ド
ミ
ノ
で
あ

そ
ぼ
う

　

17
日　

お
は
な
し
会

　

24
日　

か
ん
た
ん
工
作

　

31
日　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

３
日　

お
は
な
し
会

　

10
日　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
船

　

17
日　

を
作
ろ
う

　

24
日　

お
休
み

　

31
日　

カ
プ
ラ
で
遊
ぼ
う

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

（
敬
称
略
）

今
年
も
中
央
公
民
館
及
び
文
化

セ
ン
タ
ー
に
七
夕
飾
り
を
用
意
し

ま
し
た
。
７
月
７
日
（
日
）
ま
で

設
置
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
願

い
事
を
ぜ
ひ
短
冊
に
た
く
し
て
く

だ
さ
い
。

☆
七
夕
に
願
い
を
☆

図
書
室
だ
よ
り

【
移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

　
《
テ
ニ
ス
体
験
教
室
》

■
日
時　

７
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

８
月
23
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象　

町
内
小
学
３
年
生
以
上

　
　
　
　

15
名
程
度

■
申
し
込
み　

そ
れ
ぞ
れ
３
日
前

ま
で
に
中
央
公
民
館
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

雨
天
中
止

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
ほ
た

る
」
の
皆
さ
ん
が
、
夏
休
み
を
利

用
し
て
紀
美
野
町
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
お
友
達

を
誘
っ
て
み
ん
な
で
参
加
し
て

ね
！

■
日
時　

８
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
及

び
工
作
（
聴
診
器
を
作
っ
て
体

や
樹
木
な
ど
の
音
を
体
験
し
よ

う
）

■
参
加
費　

100
円
（
当
日
集
金
）

■
対
象　

町
内
の
小
学
生

■
申
し
込
み　

７
月
26
日
（
金
）

ま
で
に
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

　
（
℡
４
９
５―

９
０
５
５
）

【
百
冊
】

　

折
口
虎
太
郎
（
下
小
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
友
罪
」　　
　
　
　

薬
丸
岳
・
著

「
き
み
の
町
で
」　　

重
松
清
・
著

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
『
歩
け
る

ヒ
ザ
』
を
つ
く
る
本
！
」　

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
友
宏
・
著

「
ほ
た
る
」
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

「
わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
び
ま

し
ょ
！
」　　

さ
い
と
う
し
の
ぶ

「
あ
め
あ
め
ふ
れ
ふ
れ
ね
ず
み
く

ん
」　　
　
　
　

上
野
紀
子
・
絵

「
名
探
偵
コ
ナ
ン
謎
解
き
パ
ズ
ル

ラ
ン
ド
」　　
　
　
　

青
山
剛
昌

「
学
研
ま
ん
が
Ｎ
Ｅ
Ｗ
日
本
の
歴

史
」　　
　
　
　

大
石
学
・
監
修

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
夢
を
売
る
男
」
百
田
尚
樹
・
著

「
望
郷
」　　
　
　

湊
か
な
え
・
著

「
１
日
分
の
野
菜
が
と
れ
る
『
主

役
サ
ラ
ダ
』」　　
　

主
婦
の
友
社

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
か
ぐ
や
ひ
め
」

　
　
　
　
　
　

狩
野
富
貴
子
・
絵

「
め
ん
の
め
ん
め
ん
」

　
　
　
　
　
　

庄
司
三
智
子
・
著

「
地
震
の
ひ
み
つ
」　　
　
　

学
研

「
こ
ど
も
歴
史
人
物
新
聞
」

　

小
林
隆
・
監
修　
　
　
　

ほ
か

＊
人
権
啓
発
図
書
（
一
般
書
・
児

童
書
）
も
は
い
り
ま
し
た
。

●
新
刊
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
び
ま

し
ょ
！
」　　

さ
い
と
う
し
の
ぶ

た
あ
ち
ゃ
ん
が
鏡
の
前
で
遊
ん

で
い
る
と
、
ふ
し
ぎ
な
友
だ
ち
が

ど
ん
ど
ん
や
っ
て
き
て
…
。

「
あ
が
り
め
さ
が
り
め
」「
い
っ

ぽ
ん
ば
し
」「
な
べ
な
べ
」
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
楽
し
い

わ
ら
べ
う
た
が
い
っ
ぱ
い
の
絵
本

で
す
。

■
日
時　

７
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付
は
３
時
ま
で
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

木
の
温
も
り
広
場

■
内
容　

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
、
カ
プ
ラ
、
か
き
氷
、
あ
べ

か
わ
麩ふ

■
持
ち
物　

す
い
と
う

■
そ
の
他　

す
べ
て
無
料
で
す

■
問
い
合
わ
せ

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

移
動
じ
ど
う
か
ん

〝
縁
日
〟
が
や
っ
て
く
る
よ
！

町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
す
べ
て
の
町
民
が
心
豊

か
で
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
各

団
体
選
出
委
員
に
つ
い
て
は
未
掲

載
で
す
。）

※
【　

】
は
役
職
又
は
地
区
名
で

す
。（
敬
称
略
）

【
会　

長
】
森
下
誠

【
副
会
長
】
柳
瀬
フ
ヂ･

岡
省
三

【
監　

事
】
坂
明
雄･

段
木
賢

【
下
佐
々
】
河
本
幸
生･

河
本
行
弘

【
動　

木
】
山
中
正
史･

楠
木
幸
雄

　
　
　
　
　

･

段
木
賢

【
小　

畑
】
青　

稔･

菊
本
邦
夫

　
　
　
　

･

岩
橋
環

【
小　

川
】
林
孝
吉･

桂
阪
宜
和

　
　
　
　

･

堂
上
欽
司

【
志
賀
野
】
中
谷
英
幸･

加
藤
朗
子

【
柴　

目
】
大
西
孝
和

【
長　

谷
】
清
水
俊
宏･

西
浦
充
生

【
吉　

野
】
中
西
康
之

【
吉　

見
】
吉
見
哲
三

【
海
南
鋼
管
】
村
上
勝
朗

【　

平　

】
津
田
修
吾･

阪
口
守

【
希
望
ヶ
丘
】
西
峯
賀
世
子

【
緑
ヶ
丘
】
谷
本
昌
巳･
北
畠
義
弘

【
長
谷
毛
原
】
森
下
誠

【
上
神
野
】
小
壺
醇
子

【
下
神
野
】
潰
崎
泰
彦

【
国　

吉
】
柳
美
登

【
真　

国
】
坂
明
雄

平
成
25
年
度

紀
美
野
町
人
権
委
員
の
紹
介
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
八
十
四

棕
櫚
と
生
活

夏
の
「
水
族
館
」
の

折
り
紙
を
折
ろ
う
！

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ほ
ん

の
森
」
の
７
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

読
み
聞
か
せ
と
折
り
紙
教
室
で

す
。
和
歌
山
お
り
が
み
の
会
の
宮

土
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
、

夏
ら
し
く
海
に
ち
な
ん
だ
魚
た
ち

や
、
独
楽
、
飛
行
機
な
ど
の
折
り

方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、読
み
き
か
せ
「
ほ
た
る
」

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
聞
き
ご
た

え
の
あ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も

お
楽
し
み
に
。

ぜ
ひ
親
子
や
ご
家
族
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

　
　
　
　

30
分
（
予
定
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
和
室

■
内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　
　

折
り
紙
教
室（
ク
ジ
ラ
、

金
魚
、
独
楽
な
ど
を
折

り
ま
す
）

お
知
ら
せ

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル

は
、
今
年
度
よ
り
一
般
に
開
放
い

た
し
ま
せ
ん
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

て
、
子
ど
も
達
は
「
馬
」
と
呼
び

ま
し
た
。
そ
の
切
り
口
の
先
に
棕

櫚
の
葉
の
骨
を
Ｕ
型
に
通
し
て
、

引
っ
張
る
紐
は
、
棕
櫚
の
皮
を
つ

な
い
だ
も
の
で
し
た
。

こ
う
し
て
、
学
校
か
ら
帰
る
と

め
い
め
い
棕
櫚
の
花
（
粟
子
と
呼

び
ま
し
た
）
を
引
っ
張
っ
て
集
ま

り
、
駆
け
っ
こ
を
し
て
遊
び
ま
し

た
。
夕
方
ま
で
引
っ
張
る
と
皮
が

破
れ
中
の
粟
子
が
出
て
く
る
の
で

翌
日
に
は
、
ま
た
新
し
い
の
を
作

り
ま
し
た
。

棕
櫚
の
葉
は
、
お
尻
に
敷
い
て

葉
ス
キ
ー
を
し
た
り
風
車
を
作
っ

て
走
り
回
っ
た
り
、長
い
葉よ

う

柄へ
い

は
、

刀
に
見
立
て
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ

に
興
じ
ま
し
た
。
棕
櫚
の
皮
を

ち
ょ
ん
ま
げ
に
し
て
武
士
の
真
似

を
し
た
り
、
雪
が
降
る
と
葉
柄
２

本
で
ス
キ
ー
を
し
て
遊
ん
だ
も
の

で
し
た
。
ま
た
学
校
で
は
、
幹
を

彫
刻
の
材
料
に
も
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
棕
櫚
は
地
域
の

経
済
を
支
え
る
大
切
な
産
物
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
の
中
に
も
浸
透
し
て
い
ま
し

た
。

棕
櫚
は
木
の
皮
を
は
い
で
繊
維

を
ほ
ぐ
し
、
縄
に
し
て
利
用
さ
れ

ま
し
た
。
長
く
雨あ

め

露つ
ゆ

に
さ
ら
さ
れ

て
も
容
易
に
腐
ら
ず
、
な
か
な
か

強き
ょ
う

靭じ
ん

で
用
途
も
広
い
な
ど
重
宝

が
ら
れ
、
筆
や
タ
ワ
シ
に
も
使
わ

れ
ま
し
た
。
一
方
新
葉
は
晒

さ
ら
し

葉ば

に

し
て
、
履
物
の
表
な
ど
に
使
い
ま

し
た
。

昭
和
初
期
の
旧
美
里
町
東
部
の

村
人
の
生
計
は
、
ほ
と
ん
ど
棕
櫚

に
頼
っ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す

か
ら
子
ど
も
達
も
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
遊
び
の
中
に
も
棕
櫚
と
か
か

わ
っ
て
育
っ
て
き
ま
し
た
。

棕
櫚
の
花
は
、
初
夏
に
咲
き

ま
す
。
花
と
い
っ
て
も
、
桜
や

椿
、
山
茶
花
な
ど
と
は
、
似
て
も

似
つ
か
な
い
花
を
つ
け
ま
す
。
厚

い
棕
櫚
の
皮
の
間
か
ら
、
に
ゅ
と

白
い
顔
を
出
し
ま
す
。
高
い
古
い

棕
櫚
の
木
が
立
派
な
花
を
つ
け
ま

し
た
。
そ
の
花
の
長
さ
が
四
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
程
に
な
る
と
、
ず
っ
し

り
重
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
男
の

子
が
木
に
登
っ
て
鎌
で
と
っ
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
切
り
口
を
頭
に
し

　剣道は、子どもから大人まで生涯を通して続けること
ができる競技です。稽古では、礼儀を学び、精神力を鍛え、
体力を養うことができ
ます。その他に、級位
や段位を取得すること
もできます。ぜひ一度、
剣道の稽古を見学に来
てください。

─ わが町サークル ─
「生石少年剣道クラブ」

６
月
９
日
（
日
）、
野
上
中
学

校
に
於
い
て
、
同
大
会
が
開
催
さ

れ
、
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

所
属
の
生
石
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
の

選
手
が
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、

６
月
30
日
に
は
第
44
回
和
歌
山
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
競
技
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

【
団
体
の
部
】

・
中
学
生
の
部

　

優
勝　

生
石
・
亀
川
混
成
チ
ー

ム
（
先
鋒.

上
中
虹
輝
、
中
堅.

北
晃
知
）

・
小
学
生
高
学
年
の
部　

　

第
２
位　

生
石
少
年
剣
道
ク
ラ

ブ
（
先
鋒.

小
田
大
地
、
中
堅.

松
本
彩
香
、
大
将.

小
田
愛
実
）

【
個
人
の
部
】

・
中
学
生
男
子
の
部　

　

第
２
位　

上
中
虹
輝

　

第
３
位　

北
晃
知

・
小
学
生
５
・
６
年
生
の
部

　

第
３
位　

小
田
愛
実

第
８
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
競
技
別
大
会
剣

道
交
流
大
会
開
催
！

■場　　所　　　町立武道館
■稽古日時　毎週月・水・金曜日　午後７時～午後９時
※自分が参加できる時間帯で稽古している選手もいます。
※胴着・竹刀等貸し出しもあるので気軽に来てね♪
■代 表 者　奥　智明（連絡先　090 ‐ 8934 ‐ 8792）

しおりちゃん
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本校では『「ことばの力」を伸ばし、コミュニケ
ーション能力を鍛える』研究も 8年目を迎え、
今年度は研究主題も新たに『「相手の思いを受け止
め、自分の考えを深化させる力」～聴く力を伸ばす
ことを主眼に置いて～』とし、生徒の体験活動を重
視しながら取り組んでおります。5月には1年宿泊
研修、2年職業体験、３年修学旅行に取り組みまし
た。6月 12日には、東京から安岡定子先生をお迎
えし、5限に 3年生国語科「論語出前授業」、６限
PTA親子教育講演会「親子で楽しむこども論語塾」
を実施し、人間形成の基本となる論語の教えを語っ
ていただきました。
また、昨年度から防災の取組を核に地域の方々
との連携を密にしており、社会福祉協議会の協力を
得て、6月 26日に「避難所ボランティアについて」
の講演会を持ち、9月 2日には昨年度より規模を拡
大して、下神野地区自主防災組織の方々と共催で、
地域の方々と共に「災害対応美里中学校第 2避難
所想定の避難訓練」を計画しております。

天文台開館記念日の前、毎年梅雨時には、望遠
鏡等の整備のため休館にしていますが、今年は 7
月 6日から通常営業を再開します。
車検のように作業はすべて業者任せというイ
メージを持つ方もおられるでしょう。もちろん望
遠鏡駆動部の調整作業などは、私たち素人が手を
出せるものではありません。しかし、望遠鏡「等」
と書いてあるように、整備作業は他にもたくさん
あるのです。
草刈やワックス塗りなど維持管理を目的とした
定常作業だけでなく、少しでも良い天文台となる
よう、毎回少しずつ改善作業を行っています。猛
暑対策とエコを兼ね日曜大工で網戸を設置した事
や、立体映像投影用の巨大スクリーンを職員が自
作した事などは、すでにこのコーナーでも紹介し
たとおりです。
今回は電気代の値上げもあり、さらなる対策に
遮熱塗料を塗ってみました。また、望遠鏡ドーム
内の展示を音と光を使ったものに一新しました。
進化する天文台をお楽しみに。

子
の
機
嫌
治な
お

ら
ず
母
の
日
の
終
る　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

笹
舟
を
見
失
ひ
て
や
草
い
き
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

氏
神
に
梛な
ぎ

の
闇
あ
り
蛇
の
衣き
ぬ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
庭
武
彦

浜は
ま
ゆ
う

木
綿
や
無
人
駅
舎
の
小こ

座ざ

布ぶ
と
ん団　

　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

サ
ン
グ
ラ
ス
外
し
て
夫つ
ま

の
顔
と
な
る　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

外
灯
の
消
え
ぬ
細
道
梅
雨
深
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
愛
子

木
洩も

れ
日
の
描
け
る
模
様
夏
兆き
ざ

す　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
根
利
子

地
滑
り
の
あ
と
の
山
肌
谷
若
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

マ
リ
ア
に
は
ほ
ど
遠
き
我
聖
五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田
幸
恵

も
う
一
歩
深
み
へ
進
み
山や
ま
め女
釣
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　

貴
子

セ
ン
タ
ー
に
て
遊
戯
に
更ふ

け
る
高
齢
者

　
　
　
　
　

童
わ
ら
べ

と
な
り
て
今
を
楽
し
む　
　
　
　
　
　
　

松
本
久
子

甘
い
香か

に
誘い
ざ

な
わ
れ
行
く
散
歩
道

　
　
　
　
　

ふ
と
見
上
げ
れ
ば
梔く
ち

子な
し

の
花　
　
　
　
　
　

森
下
玉
子

胡
蝶
蘭
も
記
念
の
仲
間
「
ハ
イ
チ
ー
ズ
」

　
　
　
　
　

姉
も
親う
か
ら族
も
に
っ
こ
り
と
笑え

み　
　
　
　

上
中
前
澄
子

大
望
の
雨う

後ご

の
山
畑
笑
い
い
る

　
　
　
　
　

さ
わ
や
か
な
風
頬ほ
ほ

を
な
で
ゆ
く　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

柿
の
葉
の
み
ど
り
恋
し
く
摘
蕾
に

　
　
　
　
　

畑
を
歩
く
夢
に
目
覚
め
る　
　
　
　
　
　
　

横
出
圭
子

見
あ
ぐ
れ
ば
し
ら
か
し
の
葉
の
さ
緑
の

　
　
　
　
　

隙
間
の
空
の
青
・
青
・
青　
　
　
　
　
　

竹
本
セ
ツ
子

筍
を
糠
を
も
付
け
て
頂
き
ぬ

　
　
　
　
　

大
鍋
い
っ
ぱ
い
こ
と
こ
と
ゆ
が
く　
　
　
　

段
木
幸
代

前
栽
に
隠
れ
損
ね
し
い
た
ち

4

4

4

ゐ
る

　
　
　
　
　

尻
尾
見
ゆ
る
ぞ
余
花
浴
び
な
が
ら　
　
　
　

山
本
綾
子

耐
え
耐
え
て
し
ず
か
に
冬
を
乗
り
越
え
し

　
　
　
　
　

し
い
た
け
春
の
け
は
ひ
に
め
ざ
む　
　
　
　

吉
村
紀
子

北
方
も
拉
致
尖
閣
も
片
つ
か
ず

　
　
　
　
　

孫
子
の
末
の
平
和
を
案
ず　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
喜
代

歌　

の　

小　

道

1 年生 9人 in
白崎海洋公園

天文台だより
「日々是改善」

矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
『ことばの力』（「聴く力」）の向上と防災教育
を核に地域連携に取り組みます。

紀美野町立美里中学校

展示のためパソコンから
電灯を制御する試験をし
ています
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

5 月の消防の動き
●火災発生数…2 件（林野 1、その他 1）

【事故種別搬送人員】
管　内 管　外 合　計

急 病 34（　） 34（　）
一 般 負 傷 7（１） 7（１）
交 通 事 故 4（　） 4（　）
そ の 他 4（　） 4（　）
合 計 49（１） 49（１）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

平
成
25
年
５
月
15
日
～
17
日
の

３
日
間
に
美
里
中
学
校
の
生
徒
４

名
又
、
平
成
25
年
５
月
22
日
～
24

日
の
３
日
間
に
は
野
上
中
学
校
の

生
徒
４
名
が
職
場
体
験
学
習
の
た

め
消
防
署
に
て
、
救
急
・
救
助
・

放
水
訓
練
等
の
仕
事
を
体
験
し
、

防
火
意
識
の
高
揚
と
救
命
活
動
に

対
す
る
正
し
い
認
識
を
深
め
ま
し

た
。

救
急
訓
練
で
は
救
急
車
の
車
内

見
学
や
、
普
通
救
命
講
習
を
受
講

し
、
心
肺
蘇
生
法
の
必
要
性
を
学

び
ま
し
た
。
救
助
訓
練
で
は
ロ
ー

プ
結
索
訓
練
や
高
所
を
ロ
ー
プ
で

渡
る
渡
過
訓
練
を
体
験
し
、
初
め

て
の
経
験
に
も
か
か
わ
ら
ず
み
ん

な
渡
り
ま
し
た
。
放
水
訓
練
で
は

重
い
防
火
服
を
着
装
し
、
ホ
ー
ス

の
延
長
の
仕
方
や
実
際
に
水
を
飛

ば
し
て
の
訓
練
等
を
実
施
し
ま
し

た
。
生
徒
達
は
た
く
さ
ん
の
汗
を

か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
訓
練
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

■
申
込
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
警
防
課
ま
で

　

℡.

４
８
９
─
６
３
０
２

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
７
月
７
日（
日
）

で
す
。

職
場
体
験
学
習
を
終
え
て

放水訓練の様子（美里中学校） 渡過訓練の様子（野上中学校）

救助訓練の説明を受ける美里中学校の生徒
達（左から井向天馬くん、東　佑哉くん、
坂　祥太郎くん、尾崎　元くん）

ロープ降下訓練の様子（野上中学校）

普通救命講習の様子（美里中学校） 普通救命講習の様子（野上中学校）

ロープ結索に挑戦する野上中学校の生徒達
（左から清水菜央さん、後呂侑二朗くん、中谷政
輝くん、鷲岡功樹くん）

救急車の説明を受ける美里中学校の生徒達
（左から東　佑哉くん、尾崎　元くん、井向天
馬くん、坂　祥太郎くん）

製
品
火
災
に
注
意
！！

今
回
、
三
洋
電
機
株
式
会
社
は

平
成
25
年
５
月
15
日
付
け
で
タ
テ

型
洗
濯
乾
燥
機
２
機
種
を
リ
コ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。

全
国
で
火
災
に
至
る
事
故
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
ご
使
用
の
方
は

消
防
署
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

型番：AWD － E105ZA（全て対象）
製造：2005 年 9 月～ 2008 年 11 月
型番：AWD － E105ZB
　　　（対象製造番号 600001 ～ 604000）
製造：2008 年 11 月～ 2009 年 2 月

■問い合わせ
　消防署　℡ 489 ‐ 5146
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７月、いよいよ夏本番を迎え、子どもたちにとって楽
しい夏休みももうすぐです。

また、12 日には夏の高校野球和歌山大会が開幕します。
皆さん、暑さに負けず、この夏を楽しく過ごしてくだ

さい。
なお、梅雨末期は集中豪雨が発生しやすく警戒が必要

です。

町 民 カ レ ン ダ ー

　今年は 6 月から 30℃を超える気温となり、これから夏真っ盛
りとなる７月は、続く暑さで体のエネルギーの消耗が激しくなる
ので、食事・睡眠には気を配り、体調管理に努めるようしっかり
心がけてください。今年の「土用の丑」は７月２２日で、「鰻の
蒲焼き」を元気づけに食べる人も多いのではないかと思いますが、
この「鰻」まさにうなぎ上りの如く、値段が高くなってきていて、
お店で「買おうかな」と思って伸ばしかけた手を、値段を見た途
端思わず引っ込めてしまう日常です。
　最近、晩ご飯やお弁当の一品によく利用するのが魚を味噌漬け
にしたものです。味噌漬けにした魚を焼いたメニューは、家族に
大好評です。太刀魚やカンパチなど旬魚に一手間かけてレパート
リーを広げてみましょう。

「魚の味噌焼き」の作り方
（材料）
　太刀魚　　4 切れ　　　　　味噌　　　　　　　　　 300g
　ガーゼ　　　　　味噌床　　プレーンヨーグルト　　　 60g
　塩　　　　　　　　　　　　味醂　　　　　　　　 大さじ 3
　　　　　　　　　　　　　　砂糖　　　　　　　　　　 60g

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口………… 10,222 人
　男　………… 4,749 人
　女　………… 5,473 人
世帯数………… 4,560 世帯

（平成25年5月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第 37 回） （作り方）
１、切り身の太刀魚は背ビレがついていたら切り取っておく。漬

かりやすくするため、塩小さじ１を両面にふって平らなバッ
トに並べ、約１時間おいてから水気をふく。

２、味噌床の材料をボウルに入れ、よく混ぜ合わせる。
３、（２）の味噌床の半量弱をバットに敷きガーゼをかぶせる。（１）

の太刀魚を並べて、上にガーゼをかぶせ、残りの味噌床をの
せて全体にのばす。

４、ラップをかけて冷蔵庫に入れ、１～３日間漬ける。
５、太刀魚を取り出し、魚焼き器で焼く。
＊　ガーゼを敷くのは、魚にべったりと味噌がつかず、焼く時に

味噌を落とす手間が省けるからですが、ガーゼを利用せず、
そのまま漬けても良いです。味噌床はかき混ぜれば２～３回
繰り返して使えますので、好みの魚や肉類、ゆで玉子を漬け
て利用してみましょう。

　　長く漬けるほどしっかり味がつくので、漬ける日数はお好み
で！

産業課より

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）

5 日（金） 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【14 日 ( 日 )・28 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
〃 19:00 ～ ナイター走ろう会・ホッケー教室 スポーツ公園 生涯学習課 489-5915

9 日 ( 火 ) 移動町長室【24 日 ( 水 )】 美里支所 総務課 489-5912
住民室 495-3471

14 日（日） 16:00 ～ りらフェスティバル りら創造芸術高等専修学校 りら創造芸術高等専修学校 497-9111
18 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471
20 日（土） 13:30 ～ 移動じどうかん“縁日” 文化センター 青少年センター 489-5909
27 日（土） 9:00 ～ パークゴルフ大会「夏」 ふれあい公園 生涯学習課 489-5915
28 日（日） 14:00 ～ 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

　平成 25 年 6 月 14 日、子宮頸がん予防ワクチ
ンについて、接種後に持続的な痛みを訴えるなど重
篤な副反応が報告されていることから、国民に適切
な情報提供ができるまでの間、積極的に勧奨すべき

子宮頸がん予防ワクチンの定期接種は積極的
勧奨を一時的に控えることになりました。

でないと厚生労働省により勧告がありました。現在
も希望すれば定期接種として受けられますが、有効
性と接種による副反応が起こるリスクを十分にご理
解した上で受けるようにしてください。
　詳しい内容については保健福祉課または厚生労働
省のホームページに掲載しています。
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が
た
ろ
大
作
戦
と
は
、
貴
志
川

の
水
辺
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中
の
空
き
缶
や
ゴ
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な
ど
を
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て
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貴
志
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を
美
し

く
し
よ
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と
す
る
活
動
で
す
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み

な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
濡
れ
た
り
、
汚

れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
対
応
で
き

る
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。
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月
28
日
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日
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当
日
悪
天
候（
川
の
増
水
含
む
）

の
場
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は
、
８
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分
ま
で

　

受　

付　

午
前
８
時
40
分
～

　

開
会
式　

午
前
９
時
～

　
（
下
佐
々
こ
ど
も
広
場
）

■
場　

所　

次
の
場
所
へ
集
ま
っ

て
く
だ
さ
い
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開
会
式
終
了
後
、
ス
タ
ッ
フ
が

各
清
掃
場
所
に
向
か
い
ま
す
。

　

軍
手
、
ご
み
袋
等
は
ス
タ
ッ
フ

が
持
参
し
ま
す
。
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■
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の
他

①
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
７

月
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日
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金
）
ま
で
に
紀
美
野

町
教
育
委
員
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総
務
学
事
課
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℡
４
８
９
‐
５
９
１
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ご
連
絡
く
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さ
い
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②
当
日
、
清
掃
終
了
後
、
下
佐
々

こ
ど
も
広
場
で
焼
そ
ば
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
ま
す
。
が
た
ろ

大
作
戦
に
参
加
し
て
く
れ
た
人

は
、
下
佐
々
こ
ど
も
広
場
へ
来

て
く
だ
さ
い
。

③
お
問
い
合
わ
せ
は
、
紀
美
野
町

教
育
委
員
会　

総
務
学
事
課
ま

で
。

主
催　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会

共
催　
野
上
の
す
て
き
な
ゴ
ミ
仲
間

後
援　

紀
美
野
町　

紀
美
野
町
教
育

委
員
会

昨年の川そうじより

広 告

紀
美
野
町
の
サ
ー
ク
ル
が
、
活

動
の
一
環
と
し
て
、
国
体
ダ
ン
ス

を
取
り
入
れ
習
得
を
め
ざ
し
ま

す
。（
７
月
～
９
月
）

国
体
ダ
ン
ス
は
紀
美
野
町
の
り

ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
の
山

上
校
長
先
生
が
振
り
付
け
を
担
当

し
た
ダ
ン
ス
で
す
の
で
、
私
た
ち

の
町
か
ら
こ
う
し
た
サ
ー
ク
ル
が

誕
生
す
る
の
は
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
自
主
サ
ー
ク
ル

の
活
動
で
あ
り
ま
す
が
、
興
味
の

あ
る
方
は
こ
の
機
会
に
見
学
・
期

間
体
験
・
入
部
等
を
し
て
、
国
体

ダ
ン
ス
を
習
得
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

きみの夏祭りの日程と
出演・出店募集のご案内
☆日程・開催場所が決まりました。☆

■日　時　平成 25 年 8 月 15 日 ( 木 )
■場　所　木の温もり広場
　　　　　紀美野町神野市場 218 番地
　　　　　（文化センター内・下神野小学校隣）
■事務局　紀美野町商工会
　　　　　℡ 073 － 489 － 3260
※きみの夏祭りに出演・出店を希望する紀

美野町内の方（団体等に限る）は、7 月
12 日 ( 金 ) までに事
務局まで申し込んで
ください。申込書は
事務所にあります。
また、詳細について
は事務局にお問い合
わせください。

　出演・出店希望者多
数等の場合は、実行
委員会で調整させて
いただきます。

運動重点

平成 25 年度交通安全年間スローガン　最優秀作品
かけようベルト　かけるな携帯　あなたの命を守るため

平成25年わかやま夏の交通安全運動
運動期間　７月 11 日（木）から７月 20 日（土）までの 10 日間

（1）高齢者と子どもの交通事故防止
（2）飲酒運転の根絶
（3）シートベルトの全ての座席での着用とチャイルドシートの正しい着用の徹底

が
た
ろ
大
作
戦
（
貴
志
川
の
川
掃
除
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

国
体
ニ
ュ
ー
ス

今
年
も
み
ん
な
で
協
力

　
が
た
ろ
大
作
戦
で
貴
志
川
を
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
に
！

☆予定日　毎月第２・４水曜日、午後７時～８時 30 分
　　　　　７月 10 日・24 日、８月７日・28 日・９月 11 日・25 日
☆場　所　総合福祉センター・３階多目的ホール
☆参加費　見学（無料）期間体験（３か月で３千円）
　　　　　（不定期で１回ならば千円）
　　　　　入部（サークルと相談してください。）
☆講　師　山上範子先生　りら創造芸術高等専修学校　校長　
　　　　　加藤真由子先生（ダンスアートカンパニーアルカ）
☆内　容　有酸素運動・筋力アップ・ストレッチ・ステップ運動等

〔サークル名〕紀美野町エクササイズサークル

【問い合わせ】紀美野町教育委員会国体推進課　℡ 489 ‐ 2700

★ ★ ★ 熱中症に注意しましょう！★ ★ ★


